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少少少少しずつかぜがしずつかぜがしずつかぜがしずつかぜが増加増加増加増加
少しずつ少しずつかぜが増えています。日中と夜の気

温差が大きくなってきたことや、運動会の練習疲れなど

が原因のようです。十分な睡眠をとらせて下さい。

ポリオワクチンポリオワクチンポリオワクチンポリオワクチンはははは先先先先？？？？後後後後？？？？
貝塚市では10月１日より秋のポリオワクチンのシーズ

ンが始まります。ある日に集中すると大変だということ

から貝塚市では通知ハガキに「目安となる日付」が入っ

ていますが、他のワクチンの日程と調整しにくい時には

別の日でも大丈夫です。現在の日本での流行状況からは

麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチンや三種混合ワクチン

の方が大事です。特に今回が２回目のポリオだという方

でＭＲワクチンや三種混合ワクチンがまだの方は、そち

らを優先した日程を組む必要があります。場合によって

はポリオを来シーズンに回すこともあります。接種日程

を組む上で困ったことがあれば、母子手帳と接種案内ハ

ガキを用意して院長にご相談ください。

９９９９月月月月９９９９日日日日はははは救急救急救急救急のののの日日日日
市民向け救命救急蘇生法講習会では、覚えるべき蘇生

の手段と順序として、Ａ（気道確保）、Ｂ（人工呼吸）、

Ｃ（心臓マッサージ）、Ｄ（除細動）と英語をもとにし

た教え方をしています。 しかし、日本人ならやはり日本

語の方がわかりやすいのではないでしょうか。

あ； 顎あげて （気道確保）

い； 息吹き込んで （人工呼吸）

う； 動かそう （心臓マッサージ）

え； ＡＥＤと （除細動）

お； 応援も （介助者の確保、救急隊への通報など）

また、すべての人が心肺蘇生ができることが理想ですが、

できない人は救急隊や応援を呼んだり、ＡＥＤを持って

きたりと分業することも考えられます。逆に言えば、実

際に心肺蘇生ができない人こそＡＥＤのありかを知って

おいて欲しいです。普段から「あっ、こんなところにＡ

ＥＤがおいてあるんだ」というように関心を持っていた

だいて、必要な時に取り

に走れる様にされてはい

かがでしょうか。

ちなみに、院長の住む

地区である馬場の地車に

は２年前からＡＥＤを積

んでいます。祭りの際に

ＡＥＤが必要となるのであれば地車周辺でしょうから、

普段はクリニックにおいてあるものを地車に積んでしま

ったということです。万が一必要になったら、馬場の地

車の後梃子の脇に積んであるＡＥＤを思い出して下さい。

乳児後期健診乳児後期健診乳児後期健診乳児後期健診
乳児健診は発育発達の遅れを早期に発見することが第

一の目的です。では、毎月さらには毎日のように健診す

べきなのでしょうか。いいえ、それはほとんど意味があ

りません。赤ちゃんの発達は一定の速度ではありません。

ある時期には急にいろいろなことが出来る様になるかと

思えば、しばらく発達が止まったかに見える時期があっ

たりします。また発達には個人差もあります。しかしな

がら運動や精神発達にはキーポイ

ントとなる月齢があります。それ

は個人差が小さくなる時期でもあ

りますので、発達の遅れがあった

場合には容易に拾い出してもらう

ことができます。このキーポイントとなる月齢は４か月

であり、10か月であり、１歳半、３歳なのです。１歳の

お誕生日といえば非常にわかりやすい区切ですが、発達

を評価するにはあまり適しません。乳児後期健診は９か

月になった日から１歳のお誕生日の前日までに受けるこ

とになりますが、上に書いた理由により可能であれば10

か月前後で受けると良いでしょう。

さて、最初に書きましたように、乳児健診の本来の目

的は発育発達の遅れを早期発見することでした。しかし、

時代は変化し、別の大きな目的がクローズアップしてき

ました。近年の少子化、核家族化などから起こってきた

母親の育児不安の増大に対し

て、乳幼児の健康増進のため

の身近なアドバイザーを確保

するという目的です。言い換

えればかかりつけ医の確保で

す。このため、市町村がキー

ポイントとなる健診を全て集団で行うのではなく、生後

10か月頃行うべき乳児後期健診を一般医療機関に委託し

ています。そして実際に健診の時間の中で、病気の発見

に努めるだけでなく、予防接種についてアドバイスした

り、家庭内事故防止のための心がけやチャイルドシート

着用の推進についてお話するといったことに取り組んで

いる小児科医も増えています。うちの子供はちゃんと育

っているから健診には行かないというのではなく、乳児

後期健診の機会を利用して、何でも相談できる小児科医

と仲良くなって下さい。

小児救急広域小児救急広域小児救急広域小児救急広域センターセンターセンターセンター出務日出務日出務日出務日
10月には院長の出務日はありません

休診休診休診休診のおのおのおのお知知知知らせらせらせらせ
10月６日（土） 地元祭礼のため


